











キ ー ワ ー ド 遺言、 死生観、 雑誌記事、 現代日本社会
はじめに
「メデイアはメッセ ー ジである」（マクル ー ハン1964)とマクル ー ハンが述
べている。 ここでの「メデイア」について筆者は二重の意味でとらえている。
一つは、 人々の思考を表すための装置、 本稿においては、 遺言そのものである。
もう一つは、 人々の思考を互いに伝達するための道具であり、 ラジオ、 テレビ、
書籍、 雑誌、 インター ネットなど多くが挙げられる。 文字記録である遺言を遺
すというのは、 現代から始まったものではない。 しかし、 書籍、 雑誌、 新聞や






遅くとも70年代からである。 しかし、 盛んに論じられたのは、 2000年に入って
からのことであり、 そこでは雑誌新聞の記事とテレビ番組をデー タとして利用






































函B 四10 四14 刃直” 碑5 寧年函
---出生季, =死亡率
（平成28年内閣府高齢社会白書より参照作成）
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(2016年11月 1 日 『別冊太陽』より参照作成）
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の 「遺言者」は死者のことを指している。「編集者」は遣言を遺す「遺言者」

































のは、 筆者の調査によると、 80年代後半、 90年代に入ってからのことである。
例として、 1987年に朝日新聞出版により千葉敦子の『「死への準備」日記』が
取り上げられる。 本論の時間軸と重なり、 同時に見られたのは偶然かもしれな












4. 1. 事例 1 : 『別冊太陽』





遺 言 者 編 集 者















(2016年10月 20 日 『別冊太陽』より参照作成）


















遺 言 者 編 集 者
名前 遺 言 題 目 記 事 内 容
〗梵
来時来処を知り 去時 生まれた時も、 死ぬ時も、 その来たり去って
去処を知る 懸崖に手 禅僧の遺偶
ゆくところはよくわかっていた。 来時明々、
を撤たず 雲深くして 去時明々。 …仙圧には、 死はさほどに苦しん
処を知らず でもなく、 仲のいい隣座席だった気がする。
夢 百年三万六 千日
弥勒観音 幾是非。 是 「夢」の一字が遺偶としてのこされているが、
亦夢 非亦夢、 弥勒夢 禅俯の遺偶 この意味をどう解くかは、 現代人の自由であ

















1 ここでの遺言は本論と異なる。 本論では辞世、 絶筆、 遺書、 遺偶を含む広い意味でとらえ

























マで死に関する記事を掲載した。 内容は介護、 死別、 終末期、 墓、 葬式などさ
まざまな個人向けの「死の準備」に関する情報が掲載されている。 その死者の
遺言も記事に用いられている。 この雑誌は、 第二章のデー タ統計には入ってい
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〈表7〉
遣 に 者 編 集 者
名前 遣 一0 題 日 記 事 内 容
仏 遺書の今昔物語一 自由のきかないふるえる手で必死に書い
〗
高超方 便自証自然 ー遺書の元祖はこ たのがはっきりと見てとれる、 凄絶な筆
為物応世 八十四年 れである！ 跡です。
典 つゆとをちつゆときヘ 少しできすぎですものね … 「返す返す秀早












須 をあのおはかへ埋めて —いざになって 抱月（恋人）と一緒のお墓にいれてくれ磨 頂ける様お骨折を願ひ も女は強し
という須磨子の願いは、 すごく女性的だ子 たうございます
この頃 思うんですけ
サインペン書きの書は傑作。 …でもこれ宇 どね 何だか私 死な あの人のさよなら
野 ないやうな 気がする —いざになって は人間の言葉ではなくて、 死がいわしめ
囚 んですよ はははは も女は強し た言葉。
は
田 あの人のさよなら




遺 ロ 者 編 集 者



















































































遺 言 者 編 集 者











させてもらいたい…私は一族の 他に言い残す セラ ー を生み出した。 昭和六十年一
墓地を定め、 墓を造る予定… 葬 事なし 月三十一 日没。 … 「葬儀に関して」
















わることではなく、 人の内面的、 精神的な面も関わるようなことで、 誰でも死
に対して不安を抱く。 そこで、 死後の世界について考える場合で、 各宗教の特
徴的な死生観を取り出した。 そして「あの世」という言業に基づき、 各宗教の
死後の世界へのイメ ー ジをまとめたものに注目したい。 これは、 本論でほかに
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〈図2〉2016. 8. 6 『週刊ダイヤモンド』
あげた2000年の『芸術新潮』また2002年の『文藝春秋』にも見られる現象であ
る。 これら、 異なる年で異なる「編集者」の編集加工を経て、 出版された異な
る雑誌が出版した中で同じ傾向が見出されたのは、 偶然であるとは考えにくい。
大衆向けの雑誌において死者の遺言を切り口として死生観について論じるの












































ると、 このような変化は受動的なものであるとわかった。 しかも、 淡白という
より、 さりげなく特定の宗教と関わらないと考えられる民間信仰的な世界観の
中で、 死生観における宗教的な部分をカバ ー している様子が伺えた。 この傾向
は、 本稿において民間信仰の顕在化として理解し、 結論として考える。
本稿は遺言に関する雑誌記事を通して、 日本社会における死の意識変化をみ
ると、 民間信仰が顕在化しているという結論に至った。 しかし、 これは同じマ
スメデイアのテレビ番組に注目している島薗進が指摘している新霊性運動およ
びアニメを通した現代日本人の宗教意識を分析する研究などどのような関係を
持っているのかを、 今後の課題としたい。 また、 近年において遺言は雑誌に取
り上げられているが、 死への関心の高まりにつれ、 個人記録としてのエンデイ
ングノ ー トや闘病記などが本として出版される例が数多くみられる。 これらも、
現代日本人の死生観を研究する資料として、 今後の研究で注目していきたい。
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Visualization of folk beliefs in magazine articles : 
focus on testaments 
Chenyang ZHANG 
In modern Japan, people get more and more interested in questions of death and 
dying. Therefore, popular magazines recently publish more articles about testaments. 
In this article, the author is going to focus on editors - writers or journalists who 
engage in editing and processing of the article that is to be published in the magazine. 
These editors analyze what information should be presented by the magazine to the 
society and how should the topic of religion be treated when speaking about death. 
In this article, Bessatsu Taiyou (1987), that have risen the question of Japanese 
opinion on life and death for the first time, Geijutsu Sinchou, that treated the authors 
of testaments almost in the same way and presented the same point of view as 
Bessatsu Taiyou, and the recent Shuukan Daiyamondo are compared and analyzed. 
It can be said, that in a world view based on folk beliefs, without any ties to major 
religions, popular magazines in a casual maner cover the religious part of the life 
and death narrative. In a relation with the social history, it can be surmised, that the 
fact that religious context is getting lighter, is an important change in the narration 
about death. 
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